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財
政
報
告
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
伴
う
弔
慰
見
舞
金
の
執

行
が
巨
額
と
な
り
、
犠
牲
者
救

済
資
金
か
ら
５
、７
０
０
万
円
を

繰
り
入
れ
て
対
応
し
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
関
係

○
○　

○　

代
議
員
（
高
田
）

　

津
波
は
病
院

４
階
ま
で
達
し
、

患
者
を
毛
布
に

包
み
背
負
っ
て

屋
上
へ
避
難
さ
せ
た
。
職
員
・
患

者
の
ほ
か
一
般
の
方
々
を
併
せ

１
６
０
名
を
超
え
る
人
々
が
雪

の
舞
う
寒
い
中
、
一
夜
を
屋
上
で

過
ご
し
た
。
完
全
に
水
が
引
い
た

の
は
翌
朝
方
に
な
っ
て
か
ら
。
避

難
し
よ
う
に
も
通
路
は
が
れ
き

で
塞
が
れ
て
お
り
、
脱
出
経
路

を
人
力
で
確
保
し
た
。

○
○　

○　

代
議
員
（
山
田
）

　

町
の
防
災

無
線
で
津
波
警

報
発
令
の
放
送

を
聞
き
、
急
い

で
２
階
へ
患
者
を
避
難
さ
せ
た
。

そ
の
後
２
階
も
危
な
い
と
判
断

し
、
さ
ら
に
屋
上
へ
。
通
常
は

使
用
し
な
い
螺
旋
階
段
を
、
毛

布
を
担
架
代
わ
り
に
患
者
を
避

難
さ
せ
た
。
職
員
は
院
長
指
示

で
院
内
待
機
と
な
り
、
ほ
ぼ
寝

ず
に
一
夜
を
過
ご
し
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
宮
古
）

　

病
院
は
高
台
で
無
事
だ
っ
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
家
や

家
族
を
失
っ
た

人
が
い
る
。
現

金
が
手
元
に
な

い
時
、
組
合
で

は
見
舞
金
が
す
ぐ
に
現
金
支
給

さ
れ
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。

○
○
○
○
夫　

代
議
員
（
釜
石
）

　

病
院
で
建

て
た
仮
設
住

宅
に
は
家
電
６

点
セ
ッ
ト
が
付

か
な
い
な
ど
も
あ
り
、
ま
だ
半

分
程
度
し
か
入
居
し
て
い
な
い
。

職
員
同
士
で
部
屋
を
間
借
り
す

る
な
ど
助
け
合
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
人
に
も
支
援
し
て

欲
し
い
。
ま
た
心
の
ケ
ア
に
つ

い
て
の
面
談
な
ど
、
組
合
で
も

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
欲
し
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
千
厩
）

　

休
止
し
て

い
た
病
床
全
て

を
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
、
大

東
・
大
船
渡
・
気
仙
沼
方
面
か

ら
１
３
６
名
の
患
者
を
受
け
入

れ
た
。
当
時
は
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
困
難
な
状
況

で
あ
り
、
大
東
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

が
い
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
大
船
渡
）

　

こ
れ
ま
で
も

高
田
病
院
・
住

田
診
療
セ
ン

タ
ー
は
医
療
局

の
方
針
に
よ
り
縮
小
さ
れ
て
き

た
。
今
回
の
震
災
に
よ
り
高
田

病
院
を
始
め
山
田
・
大
槌
病
院

の
復
活
が
危
惧
さ
れ
る
。
自
治

体
と
一
緒
に
な
っ
た
病
院
づ
く
り

が
必
要
だ
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
大
船
渡
）

　

職
員
は
病
院

に
泊
ま
り
込
み

非
常
時
に
備
え

た
。
食
料
の
確

保
も
ま
ま
な
ら
ず
、
疲
労
困
憊

の
状
況
だ
っ
た
中
で
、
４
月
の

人
事
異
動
を
強
行
し
た
こ
と
に

は
憤
り
を
感
じ
る
。

○
○
○
○
○　

代
議
員
（
遠
野
）

　

震
災
に
伴
い
沿
岸
方
面
か
ら

患
者
が
大
勢
来
た
。
９
回
夜
勤
が

県医労第６７回定期大会

第
１
号
議
案

２
０
１
０
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

第
２
号
議
案

２
０
１
１
年
度
運
動
方
針

県医労６０年の歴史に学び

被災地支援と職場要求実現を

　

県
医
労
第
６７
回
定
期
大
会
は
６
月
　
、
　
日
の
２
日
間
、
盛
岡
市
つ
な

ぎ
「
ホ
テ
ル
大
観
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
支
部
か
ら
代
議
員
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ
１
５
０
名
が
参
加
。
支
部
で
の
取
り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
、
今
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 18

17

18



2

発
生
し
、
１
〜

２
時
間
の
時
差

出
勤
も
始
ま
っ

た
。
大
槌
病
院

か
ら
も
６
名
が
兼
務
発
令
で
来

た
が
不
安
な
中
で
働
い
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
支
部
を
支
援
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
が
見
え
な
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
高
田
）

　

震
災
に
よ
り
主
要
道
路
が
寸

断
さ
れ
、
孤
立

し
た
看
護
職
員

宅
に
は
、
被
災

者
・
患
者
が
押

し
寄
せ
た
。
病
院
に
確
認
し
た

際
に
は
、
そ
の
場
で
被
災
者
の

体
調
管
理
に
当
た
る
よ
う
命
令

を
受
け
た
。
な
の
に
後
日
確
認

す
る
と
勤
務
で
は
な
く
職
専
免

扱
い
に
さ
れ
て
お
り
、
あ
ん
な

に
必
死
に
頑
張
っ
た
の
に
こ
の

対
応
は
納
得
で
き
な
い
。

■
超
過
勤
務
・
３６
協
定

○
○
○
○　

代
議
員
（
久
慈
）

　

36
協
定
の

中
身
を
理
解
し

て
い
な
い
職
場

が
あ
る
の
で
、

看
護
科
以
外
に
も
き
ち
ん
と
周

知
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
震
災

当
日
20
時
ま
で
全
職
員
に
待
機

命
令
が
出
た
が
、
衛
生
委
員
会

で
超
過
勤
務
対
象
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
央
）

　

超
過
勤
務
が

１
ヶ
月
間
に
20

時
間
を
超
え
る

職
員
が
多
数
お

り
、
中
に
は
80
時
間
以
上
に
な

る
人
も
い
る
。
病
休
者
が
で
る

と
、
そ
う
い
う
方
の
夜
勤
を
交

代
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
女

性
に
優
し
い
職
場
を
求
め
事
務

局
長
に
訴
え
て
い
る
が
、
仕
事

と
育
児
の
両
立
で
悩
ん
だ
末
や

め
た
人
も
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
千
厩
）

　

昨
年
度
は

病
棟
再
編
に
伴

い
、
一
部
の
病

棟
で
日
勤
者
が

24
時
過
ぎ
ま
で
業
務
が
終
わ
ら

ず
、
深
夜
勤
務
者
と
遭
遇
す
る

と
い
う
事
態
が
多
数
発
生
し
た
。

当
然
超
過
勤
務
に
な
る
べ
き
も

の
だ
が
、
気
が
引
け
て
22
時
ま

で
し
か
請
求
し
て
い
な
い
の
が

実
態
だ
。
今
年
度
は
少
し
は
改

善
し
た
が
、
働
い
た
分
は
き
ち

ん
と
請
求
し
よ
う
と
の
声
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
高
田
）

　

震
災
後
翌
日
救
出
さ
れ
る
ま

で
の
分
は
、
超
過
勤
務
と
し
て

整
理
さ
れ
た
。
そ
の
後
各
所
で

20
時
過
ぎ
ま
で
説
明
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
参
加
し
た
分
等
は

全
く
請
求
で
き
て
い
な
い
。
み

ん
な
早
く
帰
っ
て
休
み
た
い
中
、

師
長
か
ら
参
加
を
強
要
さ
れ
参

加
し
た
の
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

扱
い
に
さ
れ
る
の
は
納
得
い
か

な
い
。

■
年
次
・
記
念
日
休
暇

○
○
○
○
○　

代
議
員
（
胆
沢
）

　

年
次
希
望

が
叶
わ
ず
非
番

に
、
６
月
か
ら

は
夏
季
休
暇
に

さ
れ
る
。
な
の
に
取
得
で
き
た

人
に
は
図
書
カ
ー
ド
で
、
取
得

で
き
な
い
人
に
は
何
も
無
い
と

い
う
の
は
矛
盾
を
感
じ
る
。

○
○
○
○
○　

代
議
員
（
南
光
）

　

年
次
が
取
得

で
き
な
い
職
場

で
は
趣
旨
が
浸

透
せ
ず
、
逆
に

組
合
不
信
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
央
）

　

７
対
１
看
護
に
な
っ
て
か
ら
、

年
次
が
希
望

日
で
は
な
く
勤

務
表
が
で
き
た

後
に
、
勝
手
に

割
り
振
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
か
し
い
こ
と
な
の
で
指
導
し

て
欲
し
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
央
）

　

お
互
い
さ
ま

な
の
で
、
取
得

さ
せ
る
方
向
で

職
場
で
話
し
合

え
ば
い
い
の
で
は
。
個
人
的
に

は
結
婚
記
念
日
休
暇
も
誕
生
日

休
暇
も
取
得
で
き
て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
宮
古
）

　

図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
の
予

山田・大槌・高田病院への寄せ書き
　「心を込めて書いてます」

「
県
医
労
60
周
年
」

あ
い
さ
つ
す
る
中
野
委
員
長

山田・大槌・高田病院への寄せ書き
　「心を込めて書いてます」
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算
は
ど
う
み
て

い
る
の
か
。
記

念
日
休
暇
で
図

書
カ
ー
ド
を

も
ら
え
る
、
も
ら
え
な
い
に
関

わ
ら
ず
、
権
利
と
し
て
も
っ
と

年
次
を
と
っ
て
体
を
休
め
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
欲
し
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
磐
井
）

　

手
術
室
勤
務

だ
が
休
む
時
は

お
互
い
さ
ま
な

の
で
、
手
術
予

定
を
確
認
し
、
で
き
る
だ
け
平

等
に
年
次
を
取
得
で
き
る
よ
う

み
ん
な
で
協
力
し
て
い
る
。
病

棟
で
は
、
仕
事
が
忙
し
く
休
み

が
希
望
で
き
な
い
、
上
の
者
が

休
み
を
希
望
し
な
い
の
で
希
望

し
づ
ら
い
な
ど
の
声
も
あ
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
二
戸
）

　

年
次
は
取
る

人
取
ら
な
い
人

の
個
人
差
が
あ

る
。
一
人
だ
け

が
頑
張
っ
て
休
む
の
で
は
な
く
、

分
会
み
ん
な
が
10
日
休
む
こ
と

の
方
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

■
時
間
外
研
修

○
○
○
○
○　

代
議
員
（
胆
沢
）

　

震
災
に
よ
り
外
来
待
機
を
命

じ
ら
れ
た
分
は
超
過
勤
務
と
し

て
認
め
さ
せ
た
が
、
未
だ
に
時

間
外
の
研
修
会
等
に
つ
い
て
は
、

超
過
勤
務
請
求
し
て
も
却
下
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。

○
○
○
○
○
○　

代
議
員（
久
慈
）

　

自
主
研
修
と

称
し
て
時
間
外

に
開
催
さ
れ
る

研
修
が
目
立
つ
。

自
主
研
修
な
の
で
強
制
で
は
な

い
は
ず
な
の
だ
が
、
時
間
に
な
る

と
各
部
署
に
連
絡
が
く
る
の
で
、

業
務
を
中
断
し
て
参
加
し
て
い

る
。
自
主
研
修
で
も
超
過
勤
務

対
象
に
は
で
き
な
い
の
か
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
一
戸
）

　

Ｂ
Ｌ
Ｓ
研
修

会
は
全
職
員
が

対
象
で
あ
り
、

時
間
外
に
開
催

し
た
場
合
は
超
過
勤
務
だ
と
確

認
し
て
い
た
が
、
今
年
の
お
知

ら
せ
文
書
の
下
に
は
、
任
意
の

研
修
だ
と
の
文
言
が
入
っ
て
い

た
。
全
員
対
象
の
任
意
研
修
と

は
な
ん
だ
。
全
病
院
共
通
の
問

題
の
な
の
で
、
統
一
し
た
対
応
を

さ
せ
る
べ
き
だ
。

■
医
療
ク
ラ
ー
ク

○
○
○
○
○　

代
議
員
（
遠
野
）

　

要
求
書
の
中
で
は
指
揮
命
令

系
統
は
医
師
だ
け
に
と
あ
る
が
、

実
際
は
看
護
師
が
業
務
を
依
頼

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
実
態
に

あ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

○
○　

○　

代
議
員
（
高
田
）

　

診
療
報
酬
の
点
数
算
定
で
は
、

医
師
事
務
作
業
補
助
と
し
て
の

加
算
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
医

師
以
外
か
ら
の
指
示
は
、
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
実
態
が
そ
う

な
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
問
題

だ
。

■
補
助
者

○
○
○
○　

代
議
員
（
二
戸
）

　

補
助
者
が
各

部
署
２
名
位
ず

つ
増
員
に
な
っ

た
。
21
時
15
分

ま
で
の
準
夜
の
分
だ
。
タ
オ
ル

配
布
、
オ
ム
ツ
交
換
、
食
事
介

助
等
助
か
っ
て
い
る
。
夜
勤
体

制
は
引
き
上
げ
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
特
に
問
題
は
な
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
江
刺
）

　

病
棟
で
突
然
、

補
助
者
が
21
時

30
分
ま
で
の
勤

務
と
な
っ
た
が
、

日
勤
業
務
を
看
護
師
が
や
る
こ
と

に
な
り
、
逆
効
果
だ
。
３
病
棟
で

は
反
対
し
止
め
さ
せ
た
。

■
支
部
活
動

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

  

４
月
末
に
組

合
説
明
会
を
開

催
し
た
が
、
時

間
外
開
催
に
も

関
わ
ら
ず
師
長
か
ら
「
業
務
優

先
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
た
。
２

週
間
も
前
か
ら
協
力
を
お
願
い

し
て
い
た
の
に
。
後
日
、支
部
長
・

副
支
部
長
を
交
え
師
長
と
面
談

し
、
新
人
が
そ
の
時
間
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
と
は
何

か
と
追
及
し
、
そ
れ
は
な
い
と

の
回
答
を
さ
せ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
沼
宮
内
）

　

４
月
か
ら
中

央
病
院
付
属
診

療
セ
ン
タ
ー
に

な
り
、
病
棟
は

閉
鎖
さ
れ
た
。
看
護
師
は
８
名

が
残
さ
れ
た
が
、
異
例
の
措
置

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
さ
っ

そ
く
紫
波
診
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

議長団の2人
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週
１
回
の
応
援
、
中
央
病
院
の

部
分
休
暇
者
の
対
応
な
ど
が
出

さ
れ
て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
東
和
）

　

支
部
執
行
委

員
会
を
月
１
回

を
基
本
に
開
催

し
て
い
る
。
ま

た
支
部
旅
行
や
歓
迎
会
等
を
企

画
し
、
親
睦
も
図
っ
て
い
る
。

　

地
域
で
は
、
震
災
を
理
由
に

一
方
的
に
解
雇
通
告
さ
れ
た
労

働
者
も
い
る
。
も
っ
と
地
域
労

連
に
結
集
し
、
県
医
労
と
し
て

果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
知
ら
な
い
と
損
を

す
る
の
で
、
権
利
な
ど
の
学
習

を
深
め
る
こ
と
も
大
切
だ
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
一
戸
）

　

外
科
常
勤
医

が
転
出
し
、
手

術
が
で
き
な

い
。
精
神
は
医

師
が
退
職
す
る
予
定
で
あ
り
、

３
名
体
制
に
な
る
と
４
病
棟
の

維
持
は
非
常
に
厳
し
く
な
る
。

　

執
行
委
員
会
は
不
定
期
な
が

ら
月
１
回
開
催
。
課
題
は
業
務

が
時
間
に
終
わ
ら
な
い
た
め
、

各
分
会
か
ら
の
参
加
が
少
な
い

こ
と
、
忙
し
く
大
変
な
分
会
ほ

ど
参
加
で
き
な
い
こ
と
。

○
○　

○　

代
議
員
（
一
戸
）

　

精
神
科
の
看

護
体
制
が
、
３

―

３
か
ら
２―

２
（
実
際
は
、

看
護
師
２
名
＋
補
助
者
２
名
の

４―

４
）
に
引
き
下
げ
る
と
さ

れ
た
。
交
渉
で
は
実
質
１
名
増

え
る
と
言
わ
れ
た
が
、
看
護
師

と
補
助
者
と
で
は
、
急
変
時
の

対
応
や
寝
た
き
り
の
処
置
な
ど

業
務
内
容
が
全
く
違
う
。
今
で

さ
え
休
憩
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
な
の
で
、
職
場
集
会
を
開
き
、

引
き
続
き
交
渉
す
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
二
戸
）

　

外
科
・
整
形
病
棟
の
夜
勤
体

制
を
３―

２
か
ら
３―

３
に
引

き
上
げ
さ
せ
た
。
そ
の
前
に
は

消
化
器
、
婦
人
科
、
小
児
科
も

上
げ
さ
せ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

毎
年
病
棟
の
大
変
さ
を
訴
え
、

超
過
勤
務
を
し
っ
か
り
請
求
し

て
き
た
成
果
だ
。

■
そ
の
他

○
○　

○　

代
議
員
（
大
船
渡
）

　

青
年
部
定
期

大
会
を
来
月
開

催
す
る
が
、
例

年
代
議
員
の
確

保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
８

月
に
は
全
国
ア
ク
ト
も
あ
る
の

で
、
各
支
部
か
ら
は
ぜ
ひ
青
年

を
送
り
出
し
て
欲
し
い
。

＝
総
括
答
弁
＝

■
災
害
対
応

　

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
取
り
組
む
。

■
超
過
勤
務

　

業
務
に
関
わ
る
委
員
会
・
研

修
は
全
て
対
象
で
あ
る
。

■
記
念
日
休
暇

　

図
書
カ
ー
ド
は
、
秋
の
中
央

委
員
会
ま
で
保
留
と
す
る
。

■
組
織
拡
大　

　

看
護
職
以
外
の
組
合
員
拡
大

が
遅
れ
て
い
る
件
は
、
具
体
的

な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

■
ク
ラ
ー
ク
業
務

　

医
師
事
務
補
助
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
医
師
の
指
示
の
元
に

仕
事
を
す
る
も
の
だ
と
思
う
が
、

医
師
以
外
か
ら
の
指
示
も
あ
る

の
が
実
態
だ
。
改
め
て
業
務
制

限
さ
せ
て
い
く
。

　県医労結成60年の節目に運動の歴史を学び、
被災地復興をはじめ地域医療の再生と職場要
求の実現を一体のものとして意気高く闘おう
と、県医労OBをはじめとする来賓26名、支
部組合員合わせて約130名の参加で、「記念
の夕べ」を開催しました。
　夕べでは、来賓からのテーブルスピーチや
山田、大槌、高田の3病院へ励ましのメッセー
ジが書かれた旗の贈呈が行われました。　
　最後は全員が腕を組んで「がんばろう」を
歌い、参加者からの要望で、力強く「団結が
んばろう」を三唱しました。

被災地復興と職場要求の実現を
～ 60周年記念の夕べ～



5

　

支
給
基
準
②
の
自
家
用
車
を

購
入
す
る
場
合
に
補
助
金
を
支

出
す
る
と
い
う
本
部
提
案
に
対

し
、
被
災
し
た
車
に
つ
い
て
、

見
舞
金
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
高
田
支
部
等
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
本

部
か
ら
は
、
①
再
購
入
で
は
な

く
被
災
し
た
車
に
つ
い
て
見
舞

金
を
支
給
す
る
こ
と
、
②
た
だ

し
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
は
対
象
外

と
す
る
こ
と
が
再
提
案
さ
れ
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仮
設
診
療
所
で
の
組

合
事
務
室
の
確
保
に
つ
い
て
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

沼
宮
内
支
部
の
廃
止
に
伴
う
削
除

　

投
票
総
数
88
票
中
、
賛
成

88
票
の
満
票
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

永
年
組
合
員
の
表
彰

　

14
支
部
41
名
の
表
彰
者
を
拍

手
で
承
認
し
ま
し
た
。
今
後
、

支
部
定
期
大
会
等
で
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
度
財
政
方
針

　

組
合
員
の
減
少
に
よ
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
、

基
本
給
２
％
カ
ッ
ト
が
終
了
し

た
た
め
、
本
部
費
を
４
、８
０
０

円
に
戻
す
こ
と
な
ど
が
、
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度
役
員
及
び

各
種
委
員
の
選
出

　

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

別
表
の
通
り
で
す
。
本
部
役
員

は
、
定
数
通
り
の
立
候
補
と
な

り
信
任
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度

特
別
執
行
委
員
の
決
定

　

○
○
○
○
氏
を
、
満
場
の
拍

手
で
特
別
中
央
執
行
委
員
と
し

て
確
認
し
ま
し
た
。

■
書
記
次
長

　

○
○
○
○
（
一
戸
支
部
）

■
中
央
執
行
委
員

　

○
○
○
○
（
千
厩
支
部
）

　

○
○
○
○
（
宮
古
支
部
）

■
会
計
監
査
委
員

　

○
○
○
○
（
磐
井
支
部
）

役員名 定数 立候補者氏名 信任 不信任 白票 無効
中央執行委員長 1 中　野　るみ子 86 0 0 0

副中央執行委員長 2
85 1 0 0
86 0 0 0

書 記 長 1 85 1 0 0
書 記 次 長 1 84 1 1 0

中央執行委員 11

86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0
85 1 0 0

会計監査委員 3
85 1 0 0
86 0 0 0
86 0 0 0

2011年度本部役員選挙・信任投票結果
投票総数86票

第
３
号
議
案

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の

特
別
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 ○○○○○○ 久慈

中部地区 ○○　○○ 遠野

三陸地区 ○○○○○ 釜石

南部地区 ○○　○○ 磐井

2011年度統制委員

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 ○○　　○ 一戸

中部地区 ○○　○○ 東和

三陸地区 ○○　○○ 宮古

南部地区 ○○　○○ 大船渡

2011年度犠牲者救済委員 第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

県
医
労
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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今
年
の
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
は
、
３
・
11
の
震
災
、
原
発
事

故
を
受
け
、
通
し
行
進
者
の
○
○
○

○
さ
ん
の
ル
ー
ト
が
、
日
本
海
側
か

ら
太
平
洋
コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ
、
岩

手
県
内
を
行
進
し
ま
し
た
。

　

平
和
行
進
は
、「
大
震
災
被
災
者

救
援
・
被
災
地
復
興
と
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
」
を
求
め
、
６
月
11

日
岩
手
入
り
し
、
19
日
、
宮
城
県
に

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、「
岩
手

を
励
ま
し
た
い
」
と
日
本
原
水
協
か

ら
８
名
が
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
宮
古
市
で
も
日
本
原
水
協

か
ら
の
若
者
７
名
を
含
む
20
名
が
大

漁
旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
元
気

に
行
進
し
ま
し
た
。

　

盛
岡
で
は
、
13
日
の
18
時
か
ら
集

会
を
開
催
し
、
行
進
と
参
加
者
を
合

わ
せ
、
約
130
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

岩手町から盛岡市内へ（左端　通し行進者の○○○○さん） 一関の行進の様子

「おかあさんと
一緒で楽しいな」

久慈支部・二戸支部の参加者の皆さん

今年も大学生が
参加 手を振る中野委員長

家族で参加の
二戸支部の
みなさん

６月19日（日）

６月14日（火）
６月13日

（月）

６月11日
（土）

2011国民平和大行進
核兵器も原発もいりません！
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県
医
労
が
事
務
局
と
な
っ
て

い
る
「
地
域
医
療
の
充
実
・
県

民
の
命
を
守
る
連
絡
会
」（
労
組

連
絡
会
）
と
「
岩
手
県
地
域
医

療
を
守
る
住
民
組
織
連
絡
会
」

（
住
民
の
会
）
は
、
６
月
10
日
、

岩
手
県
知
事
と
医
療
局
長
宛
て

に
、「
東
日
本
大
震
災
の
岩
手

県
沿
岸
地
域
医
療
の
復
興
対
策

に
つ
い
て
の
要
請
書
」
を
提
出
。

県
側
は
、
小
田
島
保
健
福
祉
部

長
と
遠
藤
医
療
局
長
が
対
応
、

要
請
側
は
○
○
・
○
○
両
代
表

な
ど
11
名
と
斉
藤
県
議
（
共
産
）

が
同
席
。
自
民
党
の
県
議
２
名

が
遅
れ
て
同
席
し
ま
し
た
。

　

要
請
で
は
、
被
災
し
た
県
立

病
院
の
再
建
を
軸
に
、
沿
岸
地

域
医
療
の
復
興
を
強
く
求
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
県
側
は
「
当

面
仮
設
診
療
所
の
整
備
と
運
営

に
努
め
る
」
と
繰
り
返
す
の
み

で
、
山
田
・
大
槌
・
高
田
の
３

病
院
の
再
建
に
つ
い
て
は
明
確

に
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

住
民
の
会
の
○
○
代
表
か
ら

は
、「
今
回
は
第
１
回
目
。
３
病

院
の
再
建
は
重
大
な
問
題
な
の

で
、
今
後
も
繰
り
返
し
要
請
に

参
り
た
い
」
と
発
言
し
、
要
請

を
終
了
し
ま
し
た
。

▲

同
日
行
わ
れ
た
中
央
行
動
に

　

参
加
の
岩
手
県
代
表
団

　通常国会の最終盤にあたり、増員・夜勤改
善署名の最後の提出・要請行動が行われまし
た。５月25日の「国会議員要請、署名提出行動」
は、日本医労連、自治労連、全大教の３団体
の共同で行われ、会場となった参議院議員会
館講堂には、全国から242人が参加しました。
　岩手からは、岩手医労連の○○書記長と○
○書記長が参加。残念ながら国会での各種委
員会が開催されていることから、議員本人に
は会えませんでしたが、秘書に日本医労連の
要請書とあわせて、岩手での被災状況の資料
などを手交し、病院、診療所などの医療の復
興対策を公民問わず抜本的に改善することも
要請しました。

看護師の増員・夜勤改善と
被災地の医療の再建を

被
災
地
の
声
を
か
な
え
て

�県
立
病
院
�
再
建
�
�

〜
知
事
・
医
療
局
長
要
請
〜

要請書を読み上げる○○代表

　県医労第67回定期大会を控えた６月10
日、高田支部では議案説明会を開催。県医
労本部から、中野執行委員長と伊藤副執
行委員長が出席しました。金曜日の夕方、
ミーティングがあることから、大船渡病院
への応援に出かけていた組合員も米崎コ
ミュニティセンターに集結。休憩兼会議室
は、25名の組合員で一杯になりました。中
野委員長が議案説明を行ない、高田支部
組合員からは、時間外手当や兼務発令の
状況、３号議案に対する意見など途切れる
ことなく出されました。要望として①兼務
発令の説明、②家電６点セットの確保、③
医療局当局にも、実際現地に来て現場の声
を聞いて欲しい事が出されました。最後に、
胆沢支部や本部書記局からの支援物資を
届け、20時終了しました。

胆沢支部・前川さん、「RAKUWA、ありがとう！」

～高田支部議案説明会～

みんな集まると　　　　とするみんな集まると　　　　とするみんな集まると　　　　とするみんな集まると　　　　とするみんな集まると　　　　とするみんな集まると　　　　とするみんな集まると　　　　とするほっ

５・２５国会議員要請行動
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ク
ー
ル
ビ
ズ
。
今
年
は
さ
ら

に
節
電
対
策
の
ス
ー
パ
ー
・
ク
ー

ル
ビ
ズ
が
始
ま
り
、
職
場
で
も

話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
同
時
に
、
夏
季
休
暇

の
取
得
期
間
の
始
ま
り
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
知
事
部
局
や
、

教
育
委
員
会
、
警
察
と
違
う
、

医
療
局
独
自
の
取
得
期
間
で
あ

り
、
終
わ
り
も
10
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

＊
非
番
希
望
が「
夏
」に

　
さ
れ
た
ら
抗
議
を

　

夏
季
休
暇
の
完
全
消
化
に
、

当
局
は
意
外
と
執
念
を
燃
や
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
「
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
に
努
力

し
な
い
で
、「
年
次
よ
り
ま
ず

夏
を
使
え
」、「
非
番
希
望
は
夏

に
」
と
、
完
全
消
化
だ
け
が
推

進
さ
れ
、
す
で
に
６
月
に
３
日

分
、４
日
分
と
「
割
り
振
ら
れ
た
」

職
員
さ
え
出
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
結
婚
休
暇
や
忌
引

が
勝
手
に
割
り
振
ら
れ
た
ら
驚

き
ま
す
し
、
厳
重
抗
議
を
す
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
夏
季
休
暇

も
、
結
婚
休
暇
、
忌
引
と
同
様
、

有
給
休
暇
処
理
簿
に
記
載
し
て

取
得
す
る
権
利
で
す
。
組
合
員

本
人
、
職
員
本
人
が
「
請
求
」

し
て
発
生
す
る
「
休
み
」
で
す
。

一
方
的
な
割
り
振
り
に
は
、
権

利
侵
害
と
し
て
厳
重
に
抗
議
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＊
当
局
の
通
知
を

　
職
場
毎
に
確
認
を

　

こ
の
夏
季
休
暇
の
取
得
促
進

の
た
め
に
、
医
療
局
長
名
で
通

知
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

こ
の
内
容
を
各
職
場
で
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
師
長
等

は
「
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
」
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
取
得
し

や
す
い
か
は
、
５
ヶ
月
の
取
得
予

定
一
覧
の
作
成
な
ど
組
合
要
求

の
中
身
の
具
体
化
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
年
次
休
暇
等
を
組

み
合
せ
る
な
ど
の
工
夫
」
を
し
、

「
連
続
し
た
休
暇
を
取
得
」
せ
よ
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は

誰
で
も
３
連
休
以
上
で
の
取
得

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

１
日
だ
け
の
一
方
的
な
「
夏
」
は
、

二
重
に
問
題
と
な
り
ま
す
。

＊
問
題
が
あ
れ
ば
、

　
支
部
で
交
渉
し
よ
う

　

取
得
の
し
や
す
さ
が
、
職
場

の
働
き
や
す
さ
の
１
つ
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
す
。
節
電
の
夏
を

乗
り
切
る
た
め
に
、
東
日
本
大

震
災
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、

家
族
の
た
め
自
分
の
た
め
に
、

有
効
に
活
用
し
て
休
み
ま
し
ょ

う
。
当
局
の
通
知
文
書
で
は
、

必
要
で
あ
れ
ば
臨
時
職
員
を
雇

用
し
て
、
休
め
る
よ
う
に
せ
よ
、

と
し
て
い
ま
す
。

女性部

家
族
�
�
��

自
分
�
�
��

夏
休
�
�
取
�
�

バ 県医労女性部第５４回定期大会スハイク
■と　き：９月１７日（土）
■ところ：平泉・中尊寺
 （予定）

今年、世界遺産に登録が決まっ
た平泉・中尊寺をガイドの説明
を聞きながらまわります。お楽
しみに！

県医労女性部第５４回定期大会
女性部

と　き　　８月５日（金）～６日（土）
ところ　　ホテル森の風鶯宿
講　演　　太田　宣承さん
 （沢内村　碧祥寺副住職）

　講師が決まりました。碧祥寺副住職で、
特別養護老人ホーム光寿苑の副苑長、太田
宣承さん（36歳）からお話しを聞きます。
　集まって、職場の問題、悩みなどを出し
合い交流して、ストレス解消しましょう。
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青年部

岩手医労連青年部プレアクトいわて in GETO
　

５
月
21
〜
22
日
（
土
・
日
）、

岩
手
医
労
連
青
年
部
主
催
の
青

年
交
流
会
「
プ
レ
ア
ク
ト
い
わ

て
ｉ
ｎ
北
上
」
が
サ
ン
タ
ハ
ウ

ス
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
な
ど
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
８
単
組
・
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら
は

５
支
部
９
名
が
参
加
。

　

１
日
目
、
江
釣
子
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
交
流
（
ド
ッ
チ
ビ
ー
※

軟
ら
か
い
素
材
の
フ
リ
ス
ビ
ー

を
使
っ
た
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
）
で

は
、
は
じ
め
、
ど
こ
と
な
く
緊

張
し
て
い
た
参
加
者
も
対
戦
し

て
い
る
う
ち
に
打
ち
解
け
、
そ

の
後
全
員
で
買
い
出
し
や
火
お

こ
し
な
ど
を
分
担
し
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
の
夕
食
交
流
会
は
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
！
た
だ
食
べ
て
飲
む

だ
け
で
は
な
く
、
夕
食
交
流
の

合
間
に
は
、
医
労
連
・
鈴
木
書

記
長
に
よ
る
「
情
勢
学
習
会
」

が
行
な
わ
れ
、
自
分
た
ち
の
現

状
や
将
来
を
真
剣
に
考
え
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
戻
っ
て
か

ら
も
、
夜
を
徹
し
て
熱
く
語
り

あ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ど
し
ゃ
降
り
の

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
瀬

美
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、
現
地

で
解
散
し
ま
し
た
。

野外でもライトの灯りで学習

北上済生会従組のみなさん

16th アクトインサマー
in 和歌

山

2011年 ８月26日㈮～28日㈰

キーワードは絆パワーや!!
よっしゃ行こか、白浜へ!!
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今
回
の
地
震
に
あ
た
っ
て
は
、

組
合
員
、
外
の
方
々
よ
り
多
大

な
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
改
め

て
仲
間
、
絆
の
大
切
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
再
建
、
復

興
の
道
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

長
い
で
す
。
自
分
た
ち
も
頑
張

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

が
ん
ば
ろ
う　

県
医
労
!!

 

釜
石
支
部　

○
○

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

い
っ
こ
う
に
好
天
の
兆
し
が

み
ら
れ
な
い
原
発
問
題
。
こ
の

非
常
時
に
政
界
は
相
変
わ
ら
ず

の
ご
た
ご
た
続
き
。
あ
き
れ
果

て
、
悲
し
く
、
情
け
な
く
な
り

ま
す
。
与
党
だ
、
野
党
だ
と
言
っ

て
な
い
で
、
真
剣
に
政
策
を
展

開
し
て
ほ
し
い
。

 

中
央
支
部　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

も
う
初
夏
。
あ
ん
な
に
哀
し

　

国
の
「
復
興
基

本
法
」
が
成
立
、

動
き
出
し
ま
し

た
。「
財
源
を
ど

う
す
る
か
」
の
議

論
で
は
、
庶
民
に

し
わ
寄
せ
の
消
費

税
増
税
が
狙
わ
れ

て
い
ま
す
。
労
働
者
に
負
担
の
、

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
も
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
更
に
消

費
は
減
り
、
不
況
が
深
刻
化
す

る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
▼

今
年
の
旗
開
き
で
話
題
に
な
っ

た
こ
と
は
、
富
士
通
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
が
講
演
し
た
内
容
で
し
た
。

「
10
年
以
上
も
賃
金
が
下
が
り
続

け
る
国
は
先
進
国
の
中
で
も
唯

一
日
本
だ
け
で
あ
る
。そ
の
結
果
、

内
需
の
低
迷
、
勤
労
者
の
労
働

意
欲
の
低
下
で
日
本
の
経
済
成

長
が
止
ま
っ
て
い
る
。
大
企
業

は
２
０
０
兆
円
も
の
現
金
を
た

め
込
み
な
が
ら
、
成
長
の
た
め

の
投
資
や
、
適
切
な
配
分
は
忘

れ
ら
れ
て
い
る
。
４
％
の
賃
上

5
月
号
パ
ズ
ル

5
月
号
パ
ズ
ル

　

５
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
19
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

５
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

さ
く
ら(

二
戸
支
部
）、

越
冬
カ
メ
虫(

一
戸
支
部
）、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花
（
中
央
支

部
）、
頑
張
り
ま
す
よ(

胆
沢

支
部)

、ベ
ガ
（
磐
井
支
部
）、

ま
ぐ
ろ(

南
光
支
部)
、
ジ
ャ

ン
ボ
う
さ
ぎ
の
妻
、
パ
ン
ダ

パ
パ
（
大
船
渡
支
部
）、
メ

イ
ち
ゃ
ん
、
嵐
っ
子
（
宮
古

支
部
）

い
出
来
事
が
あ
っ
て
も
季
節
は

確
実
に
や
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

心
も
体
も
ま
だ
ま
だ
癒
え
な
い

日
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
１

年
で
も
早
く
健
や
か
な
日
が
訪

れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

大
船
渡
支
部　

パ
ン
ダ
パ
パ

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

 
長
女（
小
６
）の
朝
の
つ
ぶ
や
き
。

「
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
夜
勤
だ
ね
」

　

い
ー
え
、
日
勤
で
す
。
帰
る

と
い
つ
も
寝
顔
だ
も
の
、
仕
方

な
い
か
…
…
。

 

磐
井
支
部　

匿
名
希
望

　

世
界
で
唯
一
原
爆
の
被
害
を

受
け
た
日
本
で
、
原
発
事
故
が

起
き
て
し
ま
う
な
ん
て
。
原
発

の
影
響
は
予
想
し
な
い
と
こ
ろ

ま
で
及
び
、
生
活
の
場
や
仕
事

を
奪
い
、
風
評
被
害
で
物
が
売

れ
ず
、
外
国
で
は
日
本
人
だ
か

ら
と
入
店
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
と
い
う

国
は
、
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
。

 

磐
井
支
部　

ベ
ガ

げ
を
め
ざ
せ
」
と
▼
復
興
の
財

源
問
題
を
口
実
に
し
て
、
政
府
・

財
界
が
こ
れ
ま
で
や
り
た
く
て

も
出
来
な
か
っ
た
消
費
税
増
税

や
社
会
保
障
の
更
な
る
切
り
す

て
を
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
▼

岩
手
版
「
復
興
会
議
」
も
回
を

重
ね
、
よ
り
具
体
的
な
青
写
真

作
り
が
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
県
立
病
院
の
被
災
地

の
３
病
院
再
建
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
方
向
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
▼
「
お
ら
ほ
の
町
か
ら

入
院
で
き
る
施
設
が
な
く
な
る

の
は
困
る
」、
住
民
の
声
で
す
。

上
か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、

被
災
者
の
生
活
再
建
が
柱
の
復

興
計
画
と
な
る
よ
う
、
運
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
▼
「
復
興

基
本
計
画（
案
）」
へ
の
、
県
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
募
集
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
募
集
期
間
は
、
７

月
31
日
。
岩
手
県
復
興
局
企
画

課
が
窓
口
。
ま
ず
は
、「
地
域
医

療
再
建
」
の
声
を
届
け
ま
し
ょ

う
。 

（
な
）



7月の予定
  2日(土) 岩手県母親大会要員会議
  3日(日) 第57回岩手県母親大会in盛岡（公会堂）
  9日(土) 「いのちの山河」チャリティー上映会
 （岩手教育会館）
15日(金) 支部長会議（水産会館）
16日(土)～17日(日)
 岩手県医療研究集会（志戸平）
23日(土)～24日(日) 
 県医労青年部第54回定期大会（愛隣館）
27日(水)～29日(金) 
 日本医労連定期大会
30日(土)～31日(日)
 第57回日本母親大会in広島 

8月の予定
  5日(土)～  6日(日)
 県医労女性部第54回定期大会
 （ホテル森の風鶯宿）
  7日(月)～  9日(火)
  原水爆禁止2011年世界大会（長崎）
26日(金)～28日(日)
 全国アクトin和歌山
27日(土) 支部長会議（県民会館）
29日(月) 看護部会（県民会館）

◇
年
次
希
望　

お
互
い
様
の　

精
神
で（

チ
ー
ム
医
療
）

◇
日
勤
で
も　

子
ど
も
に
言
わ
れ
る　
「
今
日
夜
勤
？
」

（
ま
ぶ
た
が
開
き
ま
せ
ん
）

◇
増
税
で
、「
被
災
地
復
興
」！？　

い
え
、い
じ
め

（
大
連
立
）

◇
記
念
日
は　

夏
季
休
暇
じ
ゃ
な
く　

年
次
で
す

（
と
り
あ
え
ず
誕
生
日
）

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

制
度
あ
っ
て
も　

動
け
な
い 

（
慢
性
疲
労
の
身
体
）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

７
月
末
日（
必
着
）で
す
。
ま
た
、

抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ
ぶ

や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で

も
）
を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！




